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　c* = c* － ａ-1ひ　　　ん＝0､1……　　　　ト　　　　　　　　　　　（2－24）
を得る。但しらはゐ回目のタッブ重み調整後のタ？ブ重み誤差ｅの値であ
る。式(2-11)、（2－23）、（2－24）より


























































































































































































　゛4ニc1－〔ＰＡＰ＾〕‾Ｉ Ｐｐ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3 －17 ）
を得る。但し４゛はjλ回目のタップ重み誤差のベクトル表現である。
式（3 -12), (3-16), (3-17)よ丿
εﾙ＝ｃ’ｋＰＡＰＶ．十f min ゐ＝0,1，2…… （3－18）
を得る。式（３－９）のタップ重み調整アルずリズムを用いるとき式（3










































































































































































































































































( 3 - 50 )に代入して





とおヽく。式( 3 - 51 )をｃ’および/゛’で夫々偏微分することにより
　碍≒= 2PXX^P^c -{Picd十pxi)
　∂Ｃ










であり、これに式( 3 - 55 )を代入して
　&;ニb'k-r一心[PXiXlP^b'- d))
－３５－






さに関する考察に移る。式(3-35), (3-36)を夫々式( 3 - 50 ) ,
　（3－55）に代入すると
　ε＝ｂ’ｐＡＰ＾ｂ’－ b'PV －がjl,十£f　　　　　　　　　　　　　　（3－58）


















　ξ;（ゐ）＝（!ぶ琵XeiuDr, cか1－αＪ,）’〕　　　　　( 3 - 67 )
















































































































































































































































































































































































































































































































　Ｇ形等化器におヽいて、式( 3 - 72 )のＧｊに相当するものが図（４－２）
の帯域分割Ｇ形等化器ではＲＨ鴇力､るとすると、



























































































































　　　前3. 4 . 3. 5節で述べた複素数係数行列付等化器の知識を用いると複素
　　数帯域分割形等化器のＰ形おヽよびＧ形はそれぞれ図(4- 6). (4 -7)
　　のように書ける。叫図（４－６）中Ｍ-j等は行列Ｐ-゛等の行数である。
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